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5-aza-2’-deoxycytidine (5-azadC)を曝露した。その結果、5-azadCの濃度依存的に
Tmem54, Cd74共に遺伝子発現量が増加した。 
 以上の結果から、妊娠期ヒ素曝露によって増加する肝腫瘍で特異的に変化す
るDNAメチル化変化とそれに伴う遺伝子発現変化を検討し、孫世代で肝腫瘍が
増加する機序に関わる遺伝子候補を抽出した。 
 
 
